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時
の
時
代
も
情
勢
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
こ
の
頃

の
世
の
中
の
動
き
は
、
弱
者
い
じ

め
が
特
に
ひ
ど
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。 
医
療
費
の
三
割

負
担
、
診
療
報
酬
の
値
下
げ
、
介

護
保
険
料
の
値
上
げ
、
介
護
保
険

利
用
者
の
介
護
制
限
、
障
害
者
・ 

難
病
患
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一

割
負
担
等
々
、
社
会
的
弱
者
に
と

っ
て
良
い
話
は
中
々
見
当
た
り
ま

せ
ん
。 厚
労
省
が
計
画
し
た
、
「障

害
者
プ
ラ
ン
」
十
五
ケ
年
計
画
が
、

平
成
十
七
年
度
で.終
了
し
、
あ
た

ら
し
く
、
「障
害
者
基
本
計
画
」

= 「改
革
のグ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

= 
「障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
平

成
十
八
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 障
害
者
自
立

支
援
法
は
、
「障
害
者
自
立
さ
せ

ん
法
」
と
か
.、.
「障
害
者
自
殺
支

援
法
」
な
ど
と
、
障
害
者
の
中
で

は
、
あ
ま
り
評
判
が
良
く
な
い
よ

う
.で
す
。 

障
害
者
自
立
支
援
法
は

(1
) 知
的
障
害
・精
神
障
害
・

身
体
障
害
を
一元
化

(2
) 障
害
者
の
就
労
支
援

(3
) 福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一割

負
担
の
導
入

が
決
め
ら
れ
、
四
月
一日
よ
り
、

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
情
勢
の
中

で
、
「さ
わ
や
か
」
の
通
院
送
迎

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
大
変
な

規
制
が
か
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
福
祉
有
償
運
送
は
過
去
三
十
年
、

謝
金
の
範
囲
内
で
、
白
タ
ク
行
為

で
は
な
く
、
'ク
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
し

て
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 
平
成

十
一年
四
月
 - 日
か
ら
介
護
保
険

制
度
が
施
行
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
通
院
送
迎
が
問
題
に
さ

れ
、
「移
送
サ
ー
ビ
ス ・ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
と
い
う
通
達
が
だ
さ
れ
、

タ
ク
シ
1
並
み
の
規
制
が
か
け
ら

れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

賛
否
両
論
激
突
す
る
な
か
で
、' 

今
年
十
月
一日
に
、
福
祉
有
償
運

送
が
法
令
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

・ま
し
た
。

全
腎
協
の
国
土
交
通
省
と
の
交

渉
の
な
か
で
、
国
土
交
通
局
長
は
、

「単
に
社
会
通
念
的
な
謝
金
の
収

受
は
有
償
と
解
さ
な
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。 
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
の
規
制
が
若
干
緩
和
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

六
月
一日
か
ら
は
、
道
路
交
通

法
の
改
正
で
、
駐
停
車
の
取
締
り

が
厳
し
く
な
り
ま
す
。 民
間
人
に

取
締
り
の
権
限
を
与
え
、
一分
で

も
車
を
離
れ
る
と
、
駐
車
違
反
の

キ
ッ
プ
を
き
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 
こ
れ
も
、
通
院
送
迎
に
と

っ
て
は
大
き
な
問
題
で
す
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
、
療
養

型
病
棟
を
、
大
幅
に
削
減
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。 透
析
患
者
の
入

院
べ
ッ
ト
が
な
く
な
る
と
、
い
ま

ま
で
以
上
に
、
通
院
送
迎
が
大
事

に
な
っ
て
き
ま
す
。 今
ま
で
は
、

殆
ど
規
制
が
な
か
った
通
院
送
迎

に
、
講
習
の
義
務
っ
け
、
任
意
保

険
加
入
、
登
録
の
許
可
制
、
等
々

の
規
制
が
か
か
る
一方
で
、
介
護

保
険
に
よ
る
送
迎
は
、
'一回
九
〇
 

〇
円
ほ
ど
の
費
用
が
か
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
法
で

か
」
も
新
規
事
業
に
移
行
し
よ
う

と
試
み
ま
し
た
が
、
障
害
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
基
準
を
ク
リ
ア
す

る
の
が
困
難
な
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
よ
っ
て
、
「さ
わ
や
か
」
は
、

国
の
新
規
事
業
に
は
参
入
せ
ず
、

市
町
村
が
行
な
う
、
生
活
支
援
事

業
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
る

は
、
障
害
者
通
所
授
産
施
設
と
障

害
者
小
規
模
共
同
作
業
所
は
、
五

年
以
内
に
新
規
事
業
に
移
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 
「さ
わ
や

「
). 

r

・
-

l 

t

・

-

第2 5回
ポ二11'ンティア研修会
のお知i:;世
日時 7月9日 .(日)
l O時~ l 5時

場所 真館会館(小倉北区) 
内容 福社有價連迷について
北li・lll市保健福社局計画課

予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
激
し
く
揺
れ
動

く
情
勢
の
中
で
、
内
認
障
害
者
 (透

析
患
者
) 
及
び
難
病
患
者
の
通
院

送
迎
の
役
割
は
、
今
ま
で
に
も
増

し
て
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

制
度
改
正
に
よ
る
規
制
の
強
化
に

対
し
、
全
腎
協
、
福
腎
協
、
市
腎

友
会
と
の
活
動
の
連
携
は
益
々
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

【通
院
送
迎
=
福
祉
有
償
運
送
】

ひ
と
っ見
た
だ
け
で
も
、
ク
リ
.ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。 
私
達
は
こ
れ
ら

の
問
題
に
対
し
、
ひ
と
っ
ず
っ
前

向
き
に
解
決
し
て
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。 について道路

小倉北書交通課

☆☆詳細li;:径日お知i;せ致しまli・☆☆



e f時の記念日6月,o日

.,l'落

時間を尊重する意識を持ってもらおうと、 1920年6月 10 日を「時の記念日」と
制定。 6月 10 日に天智天皇が近江の大津宮(現在の滋賀県大津市) に初め
て水時計の時計台を設置。 当時は二人交代で水時計の水の量をチェックし、
鐘や太鼓で時報を鳴らして人々 に知らせていたそうです。 

現
在
は
一日
を
二
十
四
等
分
に
し
て
時

刻
を
数
字
で
い
う
が
、
昔
は
一
日
を
十
二

等
分
し
、
十
二
に
区
切
っ
た
時
刻
に
十
二

支
を
当
て
は
め
て
呼
ん
で
い
た
。 
時
代
劇

な
ど
で
は
今
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

富
 
「お
や
つ
」
の
由
来

,,,-,,
-,....,薄-: 

か
っ
て
宮
中
で
は
時
刻
を
太
鼓
の
音
に

よ
り
知
ら
さ
れ
て
お
り
、
食
事
は
通
常
一

日
二
食
だ
っ
た
が
、
太
鼓
の
音
が
八
っ鳴

ら
さ
れ
る
時
間
(午
後
一時
~
三
時
) な

る
と
お
な
か
が
す
い
て
く
る
。 
そ
こ
で
軽

く
間
食
を
取
る
こ
と
が
多
く
、'そ
れ
を

「御
八
っ」
と
い
う
よ
う
に
な
った
。 

1富
サマ
I 
タ
イ

夏
・の
間
、
時
間
を
一時
間
早
め
る
制
度

の
こ
と
。 夏
は
日
の
出
が
早
い
の
で
、'明

る
い
時
間
を
有
効
に
使
う
こ
と
が
目
的
。 

実
施
時
間
は
国
に
よ
っ
て
違
う
が
四
月
の

最
初
の
日
曜
か
ら
十
月
の
最
初
の
日
曜
の

間
に
実
施
す
る
こ
と
が
多
い
。 
欧
米
で
は

一般
化
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
現
在
検

討
中
。' 

六月の.:歳時記

夏
至
田

一年
の
中
で
最
も
昼
間
が
長
く
、
夜
が
短
く
な
る

日
。 最
も
昼
間
が
短
く
夜
が
長
く
な
る
冬
至
 
(十
二

月
二
十
二
日
頃
) 
に
比
べ
る
と
、
昼
間
の
時
間
差
は

4
時
間
5
0
分
も
あ
り
ま
す
。 
「夏
に
至
る
」
で
、

暦
で
は
夏
に
あ
た
り
ま
す
が
、
実
際
は
梅
雨
の
真
っ

最
中
で
す
。

0
太
陽
の
光
を
一番
長
く
浴
び
る
こ
と
の
で
き
る
夏

至
。 太
陽
は
パ
ワ
ー
の
源
で
す
。 
天
気
の
良
い
日
は

積
極
的
に
外
に
出
て
、
散
策
で
も
し
て
み
ま
せ
ん

か
。 
(紫
外
線
対
策
を
万
全
に
!
) 

.
,. 

入
,梅
,m
a

1月6

「梅
雨
入
り
」
と
も
い
い
、
暦
の
う
え
で
は
入
梅
は

夏
至
の
役
十
日
前
頃
に
な
り
ま
す
。 
「梅
雨
」
と
い

う
言
葉
は
、
ち
ょ
う
ど
梅
の
実
が
熟
す
頃
に
雨
が
降

る
こ
と
か
ら
っけ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 実
際
に

は
気
象
庁
か
ら
入
梅
宣
言
が
出
さ
れ
る
と
「梅
雨
に

入
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。 今
年
は
入
梅
が
早
い
よ
う

で
す
今
回
は
、
梅
雨
に
ち
な
ん
で
い
く
っ
か
の
雨
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
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小
糠
而
 
(こ
ぬ
か
あ
め
) 
泰
え
に
し
と
し
と
降
る
而
。 

翠
 

而
 
(す
い
う
) 
・
・青
意
に
降
り
か
か
る
而
。

号
 

而
 
(か
・ん
う
) 
・
・草
や
本
を
う
る
お
、す
而
。

基
指
格
而
 
(な
一た
ね
、、っ
ゆ
) 
基
,の
花
が
要
く
こ
ろ
降
る
而
。 

表
 

而
 
(ば
く
う
) 
・
・表
の
a
す
る
こ
ろ
降
る
而
。 

瑞
 

面
一 
(ず
い
う
) 
・
教
あ
の
成
'一表
を
場
け
る
而
。

發
 

兩
 
(し
ゅ
う
う
) 
積
乱
管
,ャ
、一。e名
雪
な
ど
、
低
い

管
か
ら
降
る
。

地
 

兩
 
(「
あ
め
) 

積
a
會
や
、一。e名
會
な
-、と
--。e
い
曾

か
ら
降
る
。 

成
美
堂
出
版
_ l

お
う
ち
歳
時
記_
よ
り
引
用

_表1j:e2l1;11;賽ff父 子供が父親に対する「感謝の気持ち」 を表す日。 19o9年。 アメリカのドツト要認 夫◆が「母の日が制定されたのに父の日がないのはおかしい」と提ロ量した觀・. のがきっかけ。 1972年にアメリカで正式な国民の祝日となりました。 母の日
6月18日日 のカーネーションのようにはとくていされていませんがドット夫人が父親の墓
(6月第3日曜日) 前に白バラを供えたことからバラを贈ることが多いようです。 


